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日本勤労者山岳連盟
JapanWorkers’AlpineFederation
〒１６２-０８１４
東京都新宿区新小川町５番２４号
TEL ０３（３２６０）６３３１（代）
FAX ０３（３２３５）４３２４（代）
URL http://www.jwaf.jp

お問い合わせ・情報は

フリーダイヤル
０１２０-４４-２７４２
（平日１０時〜１８時）
E-mail：jwaf@jwaf.jp

２０１６年 ７月１０日 第３２号

日本の登山文化・技術を

次の世代に

継承・発展させよう！

「全国登山研究集会」の歩み
回数 開催月日 開催地 参加者数

●第１回 1969.5.31～6.1 愛知県名古屋市 161名

●第２回 1970.6.13～14 愛知県名古屋市 168名

●第３回 1971.7.10～11 兵庫県西宮市 372名

●第４回 1972.7.8～9 京都府京都市 392名

●第５回 1973.6.23～24 神奈川県横浜 352名

●第６回 1975.6.28～29 東京都中央区 352名

●第７回 1977.6.18～19 東京都渋谷区 174名

この研究集会から自然保護、女性、海外登山分野が分離独立

●第８回 1981.11.7～8 大阪府大阪市 120名

テーマ：登山運動の理論と実践

●第９回 1984.10.20～21埼玉県浦和市 159名

テーマ：①文化としての登山と登山者教育 ②登山と平和問題

●第10回1987.11.28～29岡山県玉野市 160名

テーマ：仲間と共に豊かな登山を＝働く者の登山研究

●第11回1989.11.4～5 北海道札幌市 300名

●第12回1991.7.13～14 東京都渋谷区 105名

テーマ：登山の社会的文化的価値の探求

●第13回1993.10.16～17東京都渋谷区 52名

テーマ：継承発展させるべき登山の歴史的遺産とは何か

●第14回1995.10.28～29東京都渋谷区 40名

テーマ：戦後50年 戦時下の登山と戦後の出発の原点

●第15回2000.10.15 東京都新宿区 60名

テーマ：登山と自然との真の共生・共存のあり方を探求しよう

レポート募集中
全登研を内容豊かに成功させるために、地方
連盟や会・クラブから、レポート提出をお願いし
ます。寄せられたレポートを編集して資料集と
し、その中から、当日、発表していただく方を選
任します。（発表者の交通費は全国連盟が負担）

●テーマ
①会員拡大の経験（登山教室や自治体のニュース
活用など）
②山行管理の体制と緊急時の対応（メーリングリ
ストの活用など）
③新たな入会者（若手）に対し山行などをどのよ
うに働きかけているか
④会報発行の工夫と年発行回数（発行体制など）
⑤ホームページの活用
⑥労山の基金や歴史などの教育
⑦会の運営と体制で工夫・努力していること（月
例会の開催数、役員の選出など）
●書式と提出方法 ワードで作成 Ａ４版 文字
数行数40（1600字） 写真や図表も添付し、メ
ールで送信してください。
送信先 jwaf@jwaf.jp
提出期限 2016年9月30日

年
ぶ
り

16「
全
登
研
」
を

月
に

11

東
京
で
開
催

労
山
全
国
連
盟
は
、

／
11

５
（
土
）
～

６
（
日
）
に

「
第

回
全
国
登
山
研
究
集

16

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

労
山
は
過
去
に
、

回
の

15

「
全
登
研
」
を
開
い
て
き
ま

し
た
。「
全
登
研
」は
そ
の
時

々
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
全

国
の
会
員
の
経
験
と
知
恵
を

持
ち
寄
り
、
テ
ー
マ
を
掘
り

下
げ
、
新
た
な
方
向
を
切
り

開
く
た
め
に
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
１
９
７
０
年
代
の

数
回
の
「
全
登
研
」
か
ら
は
、

そ
の
後
の
労
山
で
大
き
な
流

れ
と
な
っ
た
自
然
保
護
、
女

性
と
登
山
、
海
外
登
山
な
ど

の
分
野
が
確
立
し
、
独
自
開

催
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
１

９
９
１
年
の
「
全
登
研
」
で

は
「
登
山
の
社
会
的
・
文
化

的
価
値
の
探
求
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
登
山
を
社
会
的
な

価
値
あ
る
も
の
と
し
て
追
求

す
る
今
日
の
労
山
の
基
本
的

ス
タ
ン
ス
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
を

最
後
に
、
こ
の
「
全
登
研
」

は
開
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
、
こ
の

月
に
再
開
す

11

る
こ
と
に
し
た
の
は
、
い

ま
、
労
山
が
解
決
す
べ
き
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
昨
年

月
末
の

11

労
山
組
織
調
査
で
は
全
国
の

会
員
数
が
２
万
人
を
割
っ
て

１
万
９
９
８
５
人
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
１
９
９
６

年
に
2
万
人
を
突
破
し
て
以

降
、
初
め
て
の
事
態
で
す
。

す
で
に
労
山
会
員
の

％
が

64

満

歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

60
そ
の
一
方
で
、
山
へ
行
け
ば

若
い
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
ど

う
呼
び
か
け
、
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
仲

間
を
増
や
し
、
登
山
文
化
の

継
承
・
発
展
を
ど
う
は
か
る

の
か
。
こ
れ
は
、
単
に
労
山

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
日

本
の
登
山
界
全
体
が
か
か
え

る
大
き
な
課
題
で
す
。

労
山
内
で
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
こ
ろ
み
が
行
わ
れ
、
新

し
い
発
展
に
つ
な
げ
て
い
る

例
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
集

め
、
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し

て
、
い
ま
、
私
た
ち
が
何
を

な
す
べ
き
か
、
こ
の
研
究
集

会
で
大
い
に
論
議
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き

る
集
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

何
か
を
感
じ
、
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

第

回
16

全
国
登
山
研
究
集
会

日
時

月
5
日（
土
）
：

11

13

～
6
日
（
日
）

：

30

12

00

会
場

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神

園
町
３
ー
１

※
新
宿
駅
か
ら
小
田
急
線
で

２
駅
目
・
参
宮
橋
駅
下
車

徒
歩
７
分

初
日
は
国
際
交
流
棟
２
F

第
一
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

参
加
対
象

労
山
会
員
お
よ

び
全
国
の
登
山
者

参
加
費

１
泊
２
食
＝
５
０

０
０
円

日
帰
り
参
加

は
一
日
で
も
二
日
で
も
５

０
０
円

日
程
（
5
日
）
記
念
講
演
、

映
像
で
見
る
労
山
の
こ
れ

ま
で
と
現
状
、
地
方
連
盟

・
会
か
ら
の
活
動
報
告

（
６
日
）
分
科
会
、
ハ
イ
キ

ン
グ
交
流
集
会

参
加
申
込

参
加
申
込
書
を

全
国
連
盟
事
務
局
へ

岩手県・葛根田川を登る登山者（登山時報より）
日本で育まれた登山スタイルは、日本の文化だ

過
去
に
開
催
さ
れ
た
全
国
登
山
研
究
集
会
を

報
道
す
る
「
登
山
時
報
」
の
記
事
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労
山
創
立
者

伊
藤
正
一
さ
ん

他
界
さ
れ
る
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購読料は前納制
納入はこのように

●個人購読
購読者の自宅に冊子を個別に郵送します。

購読するには直接、全国事務局にお申し込み
のうえ、１年分の購読料（４５６０円）を郵便振
替口座に前納してください。前納額が残り
２か月分になった時点で、購読料納入のご案
内を「登山時報」に同封いたします。

●団体購読
会ごとに、購読部数に無料分1冊を合わせ

て一括して指定箇所に郵送し、各会担当者が
個々の購読者に配布しています。お申し込
みは各会担当者にお願いします。購読料を
前納していただくことは個人購読の場合と
同じですが、特に納入に関する決まりごとは
ありません。
購読料は月310円ですが、全国への納入は

１部あたり２６０円です。その差額50円は、各
会での事務手数料としてご使用ください。
各会で、それぞれ都合のよい購読料期間を決
め、冊数分の購読料をご納入ください。いつ
納入いただくか、納入金額をいくらにするか
は、特に決めはありません。ただし、必ず前
納でお願いします。
全国事務局では、前納いただいた金額をプ

ールし、毎月の金額を差し引いて、残高が少
なくなると、購読料納入のご案内を「登山時
報」に同封いたします。残高がマイナスにな
っても発送停止はしていませんので、不足分
もふくめ、至急、納入をお願いします。

登
山
時
報
は
第
3
種
郵
便

安
く
郵
送
で
き
ま
す

「
登
山
時
報
」
は
、
第
３
種
郵
便
物
の
認
可
を
受
け
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
郵
送
す
る
際
は
普
通
郵
便
物
よ
り
安
く
送

付
で
き
ま
す
。

●
郵
送
料

第
３
種
郵
便
物
の
料
金
は
「
重
さ

ｇ
以
内
」
が

円
で
、

50

62

さ
ら
に

ｇ
増
え
る
ご
と
に
８
円
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
上
限

50

は
１
㎏
で
す
。
封
筒
は
Ｂ
５
版
で
も
、
Ａ
４
版
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
し
た
が
っ
て
登
山
時
報
を
１
冊
送
る
場
合
は

円
、
2

70

冊
な
ら

円
で
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。。

86

●
送
り
方

普
通
郵
便
物
と
同
様
に
封
筒
に
封
入
し
ま
す
が
、
そ
の
一

部
を
切
っ
て
中
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
、
表
面
に
「
第
３
種

郵
便
」
と
朱
書
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
で
き

ま
す
。
封
筒
内
に
は
、
他
の
も
の
は
入
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
請
求
書
な
ど
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

労
山
会
員
な
ら
誰
で
も
利
用
可
能

「
安
全
登
山
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

で
山
行
管
理
で
き
ま
す

少
人
数
の
会
な
ど

活
用
す
れ
ば
便
利

み
な
さ
ん
は
「
安
全
登
山
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
各
会
で

実
施
し
て
い
る
山
行
管
理
を
、

最
近
の
発
達
し
た
通
信
手
段
を

活
用
し
て
、
一
括
し
て
実
施
す

る
も
の
で
、
労
山
が
独
自
に
開

発
し
ま
し
た
。
運
用
開
始
か
ら

す
で
に
約
４
年
が
た
ち
、
安
定

し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
主

と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
は
労

山
の
個
人
会
員
制
度
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
会
員

で
す
。
し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
て
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の

労
山
会
員
も
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

労
山
加
盟
会
で
も
、
会
員
数

が
少
人
数
の
場
合
は
会
独
自
の

山
行
管
理
体
制
が
十
分
に
整
備

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
在
京

連
絡
先
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を

確
保
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
際
に
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
便
利
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

労
山
会
員
の
場
合
、
全
国
連

盟
に
会
員
登
録
を
し
て
あ
る
方

は
誰
で
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

も
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
必
ず
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
と
、
携
帯

電
話
か
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
ホ

ン
が
必
要
で
す
。

会
で
事
前
登
録
す
れ
ば

基
金
の
資
料
に
も

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
会
で
確

認
し
全
国
連
盟
新
特
別
基
金
運

営
委
員
会
に
登
録
し
て
あ
れ

ば
、
基
金
の
申
請
に
不
可
欠
な

事
前
の
山
行
計
画
書
提
出
の
代

わ
り
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
幸
い

に
し
て
、
山
行
監
視
中
に
遭
難

事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
下
山
連
絡

が
な
い
た
め
、
本
人
や
家
族
に

電
話
し
て
無
事
下
山
を
確
認
し

た
り
、
一
度
な
ど
は
ど
う
し
て

も
本
人
と
連
絡
が
と
れ
な
い
た

め
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
ご
家
族
に
連
絡
し
て
、
無

事
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法

は
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
」
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

「
ヤ
マ
ト
モ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
照
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
の
松
本
善
明
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
労
山
の
源
流
と
な

っ
た
「
勤
労
者
山
岳
会
」
を
東

京
で
創
立
し
ま
し
た
。

そ
の
創
立
呼
び
か
け
人
に
は

「
日
本
百
名
山
」
で
有
名
な
深

田
久
弥
氏
や
、「
花
の
百
名
山
」

の
田
中
澄
江
氏
、
映
画
監
督
の

山
本
薩
夫
氏
、
谷
口
千
吉
氏
な

ど
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
が

名
を
連
ね
て
い
ま
す
が
、
伊
藤

さ
ん
の
顔
の
広
さ
を
抜
き
に
し

て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

伊
藤
さ
ん
は
運
動
が
全
国
に

広
が
り
、「
日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟
」
に
組
織
が
発
展
し
た
１

９
６
３
年
か
ら
1
9
7
0
年
ま

で
全
国
連
盟
の
会
長
を
つ
と

め
、
文
字
通
り
、
初
期
の
労
山

運
動
を
引
っ
張
っ
た
最
大
の
功

労
者
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

労
山
（
日
本
勤
労
者
山
岳
連

盟
）
の
名
誉
会
員
で
、
創
立
呼

び
か
け
人

氏
の
一
人
で
あ

17

り
、
労
山
を
創
立
し
、
初
期
の

発
展
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し

た
伊
藤
正
一
（
し
ょ
う
い
ち
）

さ
ん
が
、
6
月

日
（
金
）
午

17

前
5
時

分
に
、
入
院
先
の
長

50

野
県
・
安
曇
野
市
の
安
曇
野
日

赤
病
院
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

享
年

歳
で
し
た
。

93
伊
藤
さ
ん
は
戦
後
の
１
９
４

６
年
、
い
ち
早
く
北
ア
ル
プ
ス

最
奧
部
の
三
俣
蓮
華
山
荘
を
譲

り
受
け
、
そ
の
近
辺
の
小
屋
と

あ
わ
せ
て
、
登
山
者
の
世
話
や

登
山
道
の
整
備
、
遭
難
者
の
救

助
活
動
な
ど
に
永
年
た
ず
さ
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
大

衆
登
山
の
普
及
や
、
山
小
屋
経

営
者
の
地
位
向
上
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
1
9
6
0
年
５
月
に

こんなシステムです
「安全登山
サポートシステム」

①事前にパソコン等で山行期間、
対象山域、入・下山口、同行者数
装備などの簡単な登山計画書を
提出する。

②当日、無事下山したら、携帯電話
・スマホなどで専用フォームによ
り下山連絡を送信する。

③山行監視は労山事務局員や理事
が交代で、毎日行っている。下
山連絡がない場合には、緊急連
絡先（パートナーズ会員の場合は
家族など、 労山会員の場合は当
該会の代表者等）に電話し、安否
確認をしてもらう。

④どうしても本人と連絡が取れな
い場合は、緊急連絡先に指定さ
れた方と相談して警察署に救助

要請も検討する。

入山から下山まで
あなたの登山を

見守ります

「
登
山
時
報
」
は
労
山
の
顔

皆
さ
ん
の
購
読
が
支
え
で
す

交
通

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
駅
（
終
点
）
よ
り
バ

ス

分
の
「
つ
く
ば
山
登
山

45
口
」
よ
り
タ
ク
シ
ー
約

分
10

主
管

茨
城
県
連

第

回
全
国
登
山
者
自
然
保
護
集
会

17

開
催
日

／

～

11

12

13

会
場

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
筑

波
ふ
れ
あ
い
の
里

筑
波
山
の
中
腹
に
あ
る
自

然
の
豊
か
な
施
設
で
す
。

第

期
全
国
連
盟
役
員

322
0
1
6
年
2
月

～

日

20

21

の
全
国
総
会
で
広
域
理
事
会
制

度
が
採
用
さ
れ
、
新
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
会
長
）
西
本
武
志

（
副
会
長
）

佐
々
木
功

洞
井
孝
雄

花
折
敬
司

（
理
事
長
）
浦
添
嘉
徳

（
副
理
事
長
）
石
川
友
好

大
澤
辰
雄

高
橋
友
也

花
村
哲
也

廣
木
国
昭

藤
元
理
津
子

（
事
務
局
長
）
川
嶋
高
志

（
理
事
）
赤
間
弘
記

池
谷

友
夫

伊
藤
正
勝

上
野
美

知
代

臼
井
邦
徳

加
納
公

子

川
辺
淳
二

久
保
典
子

今
野
善
伸

三
瓶
健

塩
澤

良
雄

田
上
千
俊

竹
本
幸

造

早
川
尚
武

松
野
千
代

加

三
上
茂

山
本
尚
徳

渡
邊
健
治

（
監
事
）

田
村
廣
史

渡
辺
三
男

「
登
山
時
報
」
は
、
日
本
勤
労

者
山
岳
連
盟
が
発
行
し
、
全
国

の
会
員
の
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
機

関
誌
と
し
て
、
毎
月
中
旬
に
翌

月
号
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
行
開
始
は
1
9
7
4
年
か
ら

で
、
ま
も
な
く
通
算
第
5
0
0

号
を
む
か
え
ま
す
。

内
容
は
、
特
に
表
紙
が
美
し

く
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
全
国
の

仲
間
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
山
の
情

報
、
地
図
や
山
道
具
な
ど
役
に

立
つ
知
識
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
、
仲
間
た
ち
の
活
動
の
様
子

な
ど
、
楽
し
く
た
め
に
な
る
記

事
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
登
山
時
報
」
は
、
す
ぐ
れ
た

機
関
誌
と
し
て
、
国
内
・
外
の

山
岳
団
体
か
ら
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
、
加
盟
団
体
に

各
1
部
、
無
料
で
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
、
全
国

の
会
員
の
皆
様
に
有
料
購
読

（
1
ヶ
月
3
1
0
円
、
年
間
3

7
2
0
円
）
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
購
読
料

が
『
登
山
時
報
』
を
支
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
『
登

山
時
報
』を
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

購
読
方
法
に
は
個
人
購
読
と

団
体
購
読
が
あ
り
ま
す
。

2016年7月号の表紙


